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研究成果の概要（和文）：前近代～近代日本の地理情報として『古事類苑』「地部」のメタデー

タ付き全文情報、輯製図・帝国図・京都地域の仮製図・正式図の高度接合画像、各種地図のシ

ェイプファイル、明治元年時点の国郡境界データを作成公開した。これにより日本近代の歴史

事象を時空間分析するための基礎的情報の整備が進展した。また『古事類苑』「地部」の成り立

ちと、京都盆地の庭園分布の水文条件についての分析を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：We developed the following digital resources as basic geographical 
information of Japan in pre-modern and modern era: full text data of Kojiruien Chibu with 
metadata; high-quality jointed digital image and shape files of several maps of Japan 
and Kyoto district in modern era. Through the project, some basic digital resources were 
prepared to conduct space-time analysis of historical events of modern Japan. At the same 
time, we analyzed the editing process of Kojiruien Chibu and the hydrogical condition 
of the gardens in Kyoto basin. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 

２００８年度 8,500,000 2,550,000 11,050,000 

２００９年度 8,000,000 2,400,000 10,400,000 

２０１０年度 7,500,000 2,250,000 9,750,000 

  年度    

総 計 33,100,000 9,930,000 43,030,000 

 
 

研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者はこれまでに古文書を対象と
した文字認識の基礎的な研究などで科学研
究費の研究代表者を努めてきた。平成１１年
度から進めた古文書文字認識にかんする一

連の研究では、総計２０万文字を超える古文
書文字データベースを作成して文字認識実
験を行い、その成果を基に、電子くずし字辞
典の実用化に筋道を付けることができた。平
成１６年度から１８年度までの予定で行っ
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ているデータマイニング資源の開発研究で
は、明治～大正時代に編纂・出版された本邦
初の大百科事典である『古事類苑』の一部、
約４，２００頁分の全文入力を行い、それを
マイニング資源とするべくメタデータの付
与実験、ＨＴＭＬ版のネットでの公開実験、
Ｗｉｋｉ版の実装実験、前近代日本の諸概念
のシソーラス辞書の作成・公開、『古事類苑』
から抽出した古典言語解析のための６４，０
００語の辞書作成・公開などの成果をあげた。
これらの一連の研究を通して、電子的な歴史
資料とそれに対するデータマイニングのノ
ウハウと実績を積み重ねることができた。た
だし、これまでの成果は文字情報の世界に閉
じたものであり、歴史研究に不可欠な時空間
データマイニングには踏み込めていなかっ
た。本研究では、これまでの研究蓄積を生か
しつつ、その適用範囲を時空間に拡大する。 

 

 

２．研究の目的 

 この研究で取り組むことは、（１）近代以
前の日本列島の地理にかんする全文データ
の整備とメタデータの付与、（２）古地図の
データ化、（３）地域を限定した時空間デー
タマイニングによる知識発見の試行、の３点
である。（１）に関しては、『古事類苑』地部
の全文データを整備して、近代以前のあらゆ
る書物・記録にあらわれる地理情報にメタデ
ータを付加していく。（２）に関しては、基
本となる歴史的な地図情報を電子化し、地理
情報システム上での取り扱いを可能にする。
（３）に関しては、京都の近世～近代に限定
し、京都の「近代化」が地理空間上、いつど
のような形で進行したのかを検討する。 

 

 

３．研究の方法 

研究は（１）テキストデータ作成、（２）

地図データ作成、（３）分析の３部構成とす

る。（１）に関しては、テキストデータの作

成とメタデータ付与、地図データとのリンク

をはかる。（２）に関しては、国土地理院の

旧版地図や京都の歴史的な市街図データを

作成し、ＧＩＳにインプリメントする。（３）

に関しては、テキストデータ班と地図データ

班が作成したデータをもとに、京都の古市街

図を中心に分析を行い、京都の近代化の一側

面について地理的な観点から新たな知見や

研究の方向性を見出す試みを行う。 

 

 

４．研究成果 
平成１９年度は、（１）『古事類苑』「地部」

全文データの校正・公開と地名シェイプファ

イルの作成、（２）『古事類苑』「地部」に登
場する「山」についての空間分析、（３）大
正期帝国図海岸線シェイプファイルの作成、
（４）明治期京都地図の結合・正規化とメッ
シュ化、（５）京都にある庭園のリストアッ
プと経緯度情報の付与等を行った。（１）に
関しては、すでに校了になっている「地部１」
の全文データを公開し、「同２・３」の校正
作業を進めた。また、「地部」に登場する人
工物・自然地名に対して経緯度情報を与えて
シェイプファイル化し、当該シェイプから
『古事類苑』の全文データベースへリンクす
る機能を試験した。（２）に関しては、「地部」
に登場する「山」の経緯度を空間分析し、『古
事類苑』の「山」の選定基準に潜んでいる文
化的な要素について考察した。（３）に関し
ては、『古事類苑』を時空間分析し、あるい
は地図から検索するためのベースマップに
適切な地図を精度面から比較検討し、すべて
の輯製図・帝国図の画像をデジタル化すると
ともに、帝国図の海岸線をシェイプファイル
化した。（４）に関しては、京都の近代化過
程をデータマイニングするための基礎資料
とするために、２万分の１仮製図と正式図を
デジタル化し、複数の図葉についてゆがみを
精密に補正しながら結合し、３次メッシュに
分割する作業を実施した。（５）に関しては、
時空間データマイニングの基礎資料とする
ために、京都市内に現存する日本庭園をリス
トアップし、その経緯度と様式のデータを作
成した。 
 平成２０年度は、テキストデータの作成に
関しては、『古事類苑』「地部１」の全文デー
タを公開し、懸案だった「同２・３」につい
ても校了となり、公開まであとは外字のユニ
コード変換テーブルの作成と変換を残すの
みとなった。地理データの作成に関しては、
２０万分の１帝国図ベースマップにした海
岸線データと旧国郡境界データを作成し、
『古事類苑』が編纂された明治末～大正期の
国土のシェイプファイルを整備した。また、
『古事類苑』地部に記された人工物・自然地
名の位置比定と経緯度情報の作成作業、シェ
イプファイル化作業をあらかた終えた。また、
京都地域の近代化と都市化の考察のための
基礎資料とするべく、京都地域の２万分の１
仮製図と正式図の高精度接合作業を行なっ
た。データ分析にかんしては、京都盆地北部
に現存する１６４の日本庭園のリストを作
成し、ＧＩＳを用いて地図化した。庭園築造
数を歴史的にみると、江戸時代と大正時代に
そのピークが認められた。土木技術が発達し
た江戸時代には大規模な庭園が数多く築造
されたが、池などの地表水を欠く庭園の多く
が扇状地扇央に分布しているのに対し、地表
水のある庭園は湧水のみられる東山丘陵の
山麓に集中していることが確認できた。明治



 

 

～大正時代に建設された庭園のほとんどは
１８９０年に完成した琵琶湖疏水沿いに位
置しており、池・流れ・滝などの水景が重視
されている。これらのデータは、京都盆地に
分布する庭園が自然的にも人為的にも水文
条件の影響を強く受けていることを示して
いることがわかった。 
 平成２１年度は、テキストデータ作成につ
いては、『古事類苑』「地部２・３」約２８０
０ページの全文情報を「古事類苑全文データ
ベース」の一部として計画通り公開した。ま
た、同書の伊勢國の記述を対象に、そこから
手作業で抽出した地名と『大日本地名辞書』
の地名を文字列マッチングで比較対照する
ことにより、『古事類苑』の本文から地名を
自動抽出する可能性について検討を行った。
その結果、異体字を集約するプロセスを経れ
ば、地名自動抽出に有効なツールを作ること
ができる可能性が示された。地図データ整備
の面では、明治後半に作られた２０万分の１
帝国図から作成した旧国郡境界、自然地名、
人工物地名シェイプファイルの検証を行い、
明治元年の国郡境界を復元する必要性を認
識し、そのための基礎情報の収集を行った。
また、京都地域の２万分の１正式図（１０葉）
にある、道路、鉄道、駅、行政界、水厓線、
土地利用、地名のすべての情報をシェイプフ
ァイル化した。これにより、ＧＩＳ分析に供
することが出来る、明治なかば頃の京都のデ
ジタル地図がほぼ完成した。データ分析の面
では、『古事類苑』の編纂事歴を精査し、「地
部」に採録された事項の情報量に地域的な偏
りがあることをあきらかにした。 
平成２２～２３年度は、公開済みの『古事

類苑』「地部」全文情報の誤謬をチェックし
修正した。また「地部」の編纂事歴を調査し、
その成り立ちについて新たな知見を得るこ
とができた。帝国図シェイプファイルについ
ては、明治元年時点の郡界を可能な限り復元
してベクトルデータ化した。京都地域の２万
分１正式図のシェイプについては、２葉分を
追加でデータ化した。またそれと比較するた
めの２．５万分１現代地形図の対応領域につ
いて土地利用をシェイプファイル化した。京
都の「仮製図」「正式図」「現代図」とのあい
だで、土地利用の変遷に着目した近代化過程
の基礎的な考察を行った。９月には歴史的時
空間情報の現状についての公開シンポジウ
ムを開催した。成果公開の方法と今後の方針
について、３月に研究協力者らと東京で２回
会議を行う予定であったが、３月１１日の大
震災とそれにつづく計画停電により会議の
延期を余儀なくされた。そこで２回分の旅費
を平成２３年度に繰り越した。最終的には、
帝国図海岸線・行政界と同明治元年時点の復
元郡界は、シェイプファイルで公開すること
となった。京都地域の２万分１正式図と２．

５万分１現代地形図の土地利用のシェイプ
ファイルは、希望のある研究機関に対して個
別に配布することにした。 
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